
江
戸
東
京
た
て
も
の
園
だ
よ
り

　第
48
号
（
年
２
回
発
行
）
発
行
日
／
平
成
28
年
９
月
30
日

　編
集
・
発
行
／
公
益
財
団
法
人
東
京
都
歴
史
文
化
財
団

　江
戸
東
京
た
て
も
の
園

　制
作
・
印
刷
／
光
写
真
印
刷
株
式
会
社

◎
武
蔵
野
の
歴
史
と
考
古
学

　
―
江
戸
東
京
た
て
も
の
園
収
蔵
品
展
―

◎
収
蔵
建
造
物
紹
介 

東
京
都
指
定
有
形
文
化
財 

旧
自
証
院
霊
屋

◎
た
て
も
の
園
セ
ミ
ナ
ー
／
体
験
！ 

発
見
！ 

職
人
さ
ん

◎
米
国
野
外
博
物
館
を
た
ず
ね
て 

❶

◎
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
／
た
て
も
の
園
日
誌

48



2

武蔵野の
歴史と考古学　

―江戸東京たてもの園収蔵品展―

江
戸
東
京
た
て
も
の
園
は
、
東

京
都
江
戸
東
京
博
物
館
の

分
館
と
し
て
、
１
９
９
３
年（
平
成

５
）３
月
２８
日
に
都
立
小
金
井
公
園

内
に
開
園
し
ま
し
た
。
そ
の
２
年

前
ま
で
、
こ
の
地
に
は
「
武
蔵
野
郷

土
館
」
と
い
う
博
物
館
が
あ
り
ま
し

た
。
武
蔵
野
郷
土
館
は
、小
金
井
公

園
が
開
園
し
た
１
９
５
４
年（
昭
和

２９
）１
月
に
開
館
し
、旧
光
華
殿（
現

在
の
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
）
を
展
示

室
と
し
て
、
武
蔵
野
の
先
史
・
古
代

か
ら
近
代
ま
で
の
歩
み
や
、
武
蔵
野

に
伝
わ
る
有
形
・
無
形
の
風
俗
・
習

慣
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
展
示
を

行
って
き
ま
し
た
。
ま
た
、
野
外
展

示
施
設
が
併
設
さ
れ
、縄
文
・
弥
生

時
代
の
住
居
や
古
墳
を
復
元
し
た

「
古
代
の
村
」
や
、
江
戸
時
代
の
民

家
や
水
車
小
屋
な
ど
が
建
て
ら
れ
た

「
江
戸
の
村
」
が
展
示
さ
れ
て
い
ま

し
た
。当

園
は
、
郷
土
館
が
収
集
し
て

き
た
武
蔵
野
の
歴
史
を
物

語
る
こ
れ
ら
の
資
料
群
を
受
け
継
ぎ

ま
し
た
。
な
か
で
も
考
古
資
料
は
特

に
充
実
し
て
お
り
、
戦
後
間
も
な
い

１
９
５
０
年
代
か
ら
７
０
年
代
後
半

の
間
に
、
郷
土
館
の
学
芸
員
が
東
京

都
域
に
限
ら
ず
関
東 

一 

円
の
遺
跡

を
発
掘
調
査
し
た
も
の
で
し
た
。
そ

の
発
掘
成
果
は
当
時
の
考
古
学
会

で
注
目
を
集
め
た
学
術
的
価
値
の

高
い
貴
重
な
も
の
で
す
。
開
園
以

来
、
当
園
の
常
設
展
と
し
て
こ
れ
ら

の
資
料
群
を
活
用
し
、継
続
的
に
展

示
・
公
開
し
て
き
ま
し
た
。
今
年

度
は
、そ
れ
ら
の
な
か
か
ら
、主
に
東

京
都
内
の
縄
文
時
代
の
遺
跡
と
出

土
遺
物
を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。

縄
文
時
代
は
、
草
創
期
・
早

期
・
前
期
・
中
期
・
後
期
・

晩
期
の
６
つ
の
時
期
に
分
け
ら
れ
ま

す
。
今
回
の
展
示
で
は
、各
時
期
ご

と
に
遺
跡
と
そ
の
出
土
品
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。
ま
ず
草
創
期
・
早

期
の
遺
跡
と
し
て
、橋は
し
だ
て
い
わ
か
げ

立
岩
陰
遺
跡

を
取
り
上
げ
ま
し
た
。
こ
の
遺
跡

は
埼
玉
県
秩
父
市
の
遺
跡
で
都
内

の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
草
創

期
の
土
器
の
破
片
や
石
製
品
、骨
製

品
な
ど
が
数
多
く
出
土
し
ま
し
た
。

調
査
が
行
わ
れ
た
の
は
、１
９
６
１
年

（
昭
和
３６
）１２
月
で
、
こ
の
の
ち
、
全

国
で
も
著
名
な
岩
陰
遺
跡
（
張
り

出
し
た
岩
盤
を
屋
根
代
わ
り
に
し

て
風
雨
を
避
け
て
暮
ら
し
た
痕
跡

の
あ
る
遺
跡
）
と
し
て
知
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

前
期
の
遺
跡
と
し
て
、
飛あ

す
か
や
ま

鳥
山

公
園
内
遺
跡
と
中な
か
だ
い
ば
ば

台
馬
場

崎さ
き

貝
塚
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
飛

鳥
山
公
園
内
遺
跡
は
、
そ
の
名
の
と

お
り
北
区
王
子
の
飛
鳥
山
公
園
内

の
遺
跡
で
、
二
度
発
掘
調
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、１
９
６
０
年

（
昭
和
３５
）
２
月
に
実
施
し
た
第
二

次
調
査
時
に
、縄
文
時
代
前
期
の
土

器
な
ど
が
出
土
し
ま
し
た
。
中
台

馬
場
崎
貝
塚
は
、板
橋
区
若
木
三
丁

目
に
あ
る
遺
跡
で
、１
９
６
７
年（
昭

和
４２
）
１
月
に
発
掘
さ
れ
ま
し
た
。

縄
文
時
代
前
期
の
竪
穴
住
居
跡
三

軒
を
調
査
し
、
多
数
の
土
器
片
な
ら

び
に
土
器
な
ど
を
検
出
し
ま
し
た
。

平成２８年５月２４日（火）～平成２９年１月２２日（日）

片口付深鉢形土器（縄文時代前期  飛鳥山公園内遺跡出土）

丸木舟製作実験の様子
首都大学東京考古学研究室／写真提供
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畑
貝
塚
の
調
査
を
１
９
６
１
年
（
昭

和
３６
）３
月
に
実
施
し
、土
器
を
は
じ

め
石
製
品
や
多
量
の
骨
製
品
な
ど

を
検
出
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
頭

部
に
土
器
の
底
部
を
被
せ
た
屈く
っ
そ
う葬

の
男
性
人
骨
が
出
土
し
ま
し
た
。
こ

の
人
骨
は
、
郷
土
館
を
訪
れ
た
多
く

の
方
々
が
記
憶
し
て
い
る
よ
う
で
、

今
回
も
じ
っ
く
り
と
ご
覧
に
な
る
方

が
多
い
よ
う
で
す
。
一
方
の
下
布

田
遺
跡
は
、
１
９
６
８
年（
昭
和
４３
）

と
７１
年（
昭
和
４６
）に
調
査
を
行
い
、

土
器
や
多
量
の
石
製
品
が
出
土
し

ま
し
た
。
な
か
で
も
石せ
き
ぞ
く鏃

の
多
さ
は

特
徴
的
で
、
５
０
０
点
を
超
え
る
数

が
見
つ
かって
い
ま
す
。
加
え
て
、鮮

や
か
に
朱
が
残
る
、
大
き
な
土
製
の

耳
飾
が
出
土
し
ま
し
た
。
現
在
、こ

の
耳
飾
は
、国
指
定
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
レ
プ

リ
カ
を
展
示
し
て
い
ま
す
が
、
１０
月

２９
日
か
ら
１１
月
６
日
に
か
け
て
開

次
に
中
期
の
遺
跡
と
し
て
、

蛇じ
ゃ
く
ず
れ崩

遺
跡
、貫ぬ

く
い井

遺
跡（
第

四
小
学
校
）、
中な
か
は
ら原

遺
跡
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。
こ
の
中
の
貫
井
遺
跡

は
、当
園
の
立
地
す
る
小
金
井
市
内

の
貫
井
南
町
三
丁
目
に
あ
る
小
金

井
第
四
小
学
校
周
辺
の
遺
跡
で
す
。

１
９
５
７
年（
昭
和
３２
）８
月
に
発
掘

が
行
わ
れ
、縄
文
時
代
中
期
の
竪
穴

住
居
跡
二
軒
を
調
査
し
、土
器
や
打

製
石せ
き
ふ斧
な
ど
の
石
製
品
、
土

製
の
耳
飾
な
ど
が
見
つ
か
り

ま
し
た
。
ま
た
中
原
遺
跡
は
、

八
王
子
市
犬
目
町
の
八
王
子

カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
内
の
遺

跡
で
、１
９
６
０
年（
昭
和
３５
）

３
月
に
発
掘
調
査
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
遺
跡
か
ら
は
、

完
形
の
も
の
も
含
む
多
数
の

土
器
が
見
つ
かっ
た
ほ
か
、
打

製
石
斧
な
ど
の
石
製
品
も
多

く
出
土
し
ま
し
た
。

後
期
か
ら
晩
期
の
遺
跡
と
し

て
は
、
武
蔵
野
公
園
遺
跡

（
後
期
）、
広ひ
ろ
は
た畑

貝
塚
（
後
期
・
晩 

期
）、下し

も
布ふ

だ田
遺
跡（
後
期
・
晩
期
）、

喜き
よ
さ
わ

代
沢
遺
跡（
後
期
・
晩
期
）を
取

り
上
げ
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
広
畑

貝
塚
（
茨
城
県
稲
敷
市
飯
出
字
ひ

ろ
畑
）と
下
布
田
遺
跡（
調
布
市
布

田
六
丁
目
）は
現
在
国
指
定
史
跡
と

な
って
い
ま
す
。
郷
土
館
で
は
、
広

土製耳飾
（縄文時代後期　下布田遺跡出土）

女学生と丸木舟
（講談社／写真提供）

装
飾
把
手
付
土
器

（
縄
文
時
代
中
期  

中
原
遺
跡
出
土
）
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催
さ
れ
る
「
東
京
文
化
財
ウ
ィ
ー
ク

２
０
１
６
」
期
間
中
は
実
物
を
展
示

す
る
予
定
で
す
。
こ
の
ほ
か
、
喜
代

沢
遺
跡
は
青
梅
市
駒
木
町
一
丁
目

の
遺
跡
で
、
１
９
６
５
年（
昭
和
４０
）

か
ら
７
６
年（
昭
和
５１
）の
間
に
計
８

回
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
ひ
と
つ

の
遺
跡
を
こ
れ
だ
け
多
く
調
査
し
た

の
は
、
郷
土
館
で
は
こ
の
遺
跡
だ
け

で
す
。この

ほ
か
、今
回
は
郷
土
館
の
こ

ろ
か
ら
多
く
の
来
館
者
に
親

し
ま
れ
て
き
た
「
丸
木
舟
」
に
焦
点

を
あ
て
、
そ
の
製
作
方
法
に
迫
る
研

究
成
果
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
首
都
大
学
東
京
考
古
学
研
究

室
が
実
施
し
た
も
の
で
、
福
井
県
の

若わ
か
さ
み
か
た

狭
三
方
縄
文
博
物
館
と
と
も
に
、

２
０
０
２
年（
平
成
１４
）８
月
か
ら
翌

年
の
９
月
に
か
け
て
、
縄
文
時
代
の

丸
木
舟
を
当
時
の
手
法
で
復
元
製

作
す
る
実
験
を
行
い
ま
し
た
。
丸

木
舟
は
、
福
井
県
三
方
上
中
郡
若

狭
町
の
鳥と
り
は
ま浜
貝
塚
か
ら
出
土
し
た

も
の
を
参
考
に
し
、
出
土
し
た
磨
製

石
斧
に
木
製
の
柄
を
つ
け
た
斧
を
復

元
製
作
し
た
も
の
を
使
用
し
て
、
実

験
を
行
い
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
す
べ

て
の
工
程
を
人
力
の
み
で
製
作
し
た

丸
木
舟
は
、全
長
６ｍ
５０㎝
、最
大
幅

５５㎝
、厚
さ
７㎝
、深
さ
１７㎝
で
、完
成

後
、
博
物
館
の
イ
ベ
ン
ト
で
実
際
に

使
用
さ
れ
ま
し
た
。
左
右
の
バ
ラ
ン

ス
が
良
好
で
、
大
人
４
人
が
乗
船
、

航
行
し
て
も
十
分
に
耐
え
る
も
の
で

あ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
と
き
の
実

験
の
様
子
を
、
実
際
に
使
用
し
た
道

具
と
と
も
に
映
像
で
紹
介
し
て
い
ま

す
。縄

文
時
代
の
遺
跡
を
ま
と
め
て

紹
介
す
る
展
示
は
今
回
が

初
め
て
で
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
多
様
な
考
古
資

料
が
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
で

紹
介
し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
学
芸
員

　阿
部
由
紀
洋
）
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この建造物は江戸幕府三代将軍徳川家光の側室、お振
ふり
の方を祀った霊

れいびょう
廟建

けんちく
築

です。霊廟とは実在した人物を祀る宗教施設のことをいい、日光や上野の東照宮
などが有名です。
霊廟は、建築的には神社の流れにあり、細部の緻

ちみつ
密な彫刻が、近世神社建築の

特質を示しています。一方、極
ごくさいしき
彩色や金箔、黒漆に彩られた華麗な装飾は、一般の

神社建築には見られない、霊廟ならではの特徴といえるでしょう。

ここで、自証院霊屋の建築的特質を、少し詳しく見てみましょう。
自証院霊屋は、入

いりもやづくり
母屋造銅

どうばん
板葺

ぶ
きで方

ほうさんげん
三間（間口・奥行とも柱間が３つ）、正面

中央一間の屋根を手前に葺き下ろし、向
こうはい
拝（参詣人の礼拝のための空間）としてい

ます。柱の上だけでなく柱間にも組物を配する手法は「詰
つめぐみ
組」といい、正面及び側

面の桟
さんからと
唐戸（桟を縦横に組んだ装飾的な扉）とともに、鎌倉時代に伝わった様式、禅

宗様の影響を示しています。
横材の端部が柱の外に突き出した部分を木

き
鼻
ばな
といいますが、自証院霊屋の虹

こう
梁
りょう

端部は象を模った「象
ぞうばな
鼻」となっています。これとそっくりなものに「獏

ばくばな
鼻」があります

が、とがった耳の獏に比べ、象は耳が垂れているのが特徴です。
慶安５年（1652）の創建棟札には「大工甲

こうらぶぜんのかみむねきよ
良豊前守宗清」とあり、この建物の作

事を担当したのは、幕府作事方大棟梁をつとめた甲良家であることがわかっていま
す。甲良家三代宗清（宗

むね
賀
よし
）の手による建物には、上野大

たいゆういん
猷院（徳川家光）霊廟（台

東区・現存せず）、護国寺本堂（文京区・国指定重要文化財）、善光寺本堂（長野市・
国宝）などがあり、元禄期の日光東照宮修理
も宗清は手がけています。旧自証院霊屋は、
徳川幕府の建築営繕をつかさどった作事方
大棟梁・甲良家の事跡を伝える貴重な遺構
であるとともに、将軍夫人廟と同様ほとんど
現存しない側室の霊屋としてきわめて貴重な
建物です。

（研究員　米山 勇）

収
蔵
建
造
物
紹
介

東
京
都
指
定
有
形
文
化
財
（
建
造
物
）

旧き

ゅ

う

自じ

証し

ょ

う

院い

ん

霊お

た

ま

屋や

虹
こうりょう
梁

詰
つめぐみ
組

桟
さんからと
唐戸

虹梁端部の象鼻。ポイントは垂れた耳。

さんからと
唐戸

つめぐみ
組

こうりょう
梁

たてもの園   検索  
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世界中には、たくさんの「建築博物館」が存在します。失われゆく歴史的建造物を移築し、後世に
伝えていく野外博物館をはじめ、各時代の建築道具を専門に収集する道具館や、図面・スケッチな
どの建築資料のアーカイブを行う資料館など。さまざまな機能をもった建築博物館は、建築文化の
継承と発展に貢献する重要な施設であると同時に、いろいろな見学の仕方があり、楽しく学べるエン
ターテインメント空間でもあります。建築博物館の多様な魅力を楽しみましょう！

 

●各回　定員２００名・受講料１,０００円（３回セット料金２,４００円）
会場：江戸東京博物館ホール（墨田区横網 1-4-1）　14：00～ 15:30
※詳細は、江戸東京博物館のホームページをご参照ください。
https://www.edo-tokyo-museum.or.jp/event/culture/pre/　　　　　　　　　　　　　　 ☜クリック

平成 28年度  江戸東京たてもの園セミナー

「建築博物館を楽しもう！」

　東京で活躍中の職人さんたちの技や道具を間近で目にするだけで
なく、実際に体験もできます。左官体験やちびっ子クラフトコーナー
もご用意しています。
　今年は小金井公園で行われるイベント「スポーツ博覧会・東京
2016」と同日開催です。

平成 28年10月8日（土）、9日（日）10:30～ 16:00
※開園時間は9:30～ 16:30（入園は16:00まで）
会場：植村邸・川野商店・万徳旅館・子宝湯、東の広場ほか
※参加方法など詳細は、ホームページをご参照ください。
http://www.tatemonoen.jp　　　　　　　　　　☜クリック

※写真は昨年の様子です。

❶
10月7日（金）　

国立近現代建築資料館 
― その役割と楽しみ方 ―
山名善之（東京理科大学教授）

❷
10月21日（金）　
海外の事例に学ぶ 

― イギリス、アメリカの建築博物館事情 ―
阿部由紀洋（学芸員）、田中裕二（学芸員）、

米山勇（研究員）

❸
11月4日（金）　

明治村からたてもの園へ 
― ライバルへのメッセージ ―
中川武（博物館明治村館長）
（聞き手 :米山勇）

●体● 験●！●発●見●！●職●人●さ●ん

国立近現代建築資料館  資料室　
国立近現代建築資料館／写真提供

ウィールド＆ダウンランド野外博物館　
（サセックス／イギリス）

中川  武　明治村館長　
博物館明治村／写真提供

えどはくカルチャー  検索 
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ル
イ
ジ
ア
ナ
州
立
大
学

田
園
生
活
博
物
館
（
写
真 

❶ 

❷
）

　ア
メ
リ
カ
南
部
の
都
市
、
ニュ
ー
・
オ
リ
ン
ズ

か
ら
車
で
１
時
間
３０
分
、
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
の
州

都
バ
ト
ン
ル
ー
ジ
ュの
中
心
地
に
こ
の
博
物
館
は

位
置
し
ま
す
。
19
世
紀
半
ば
に
こ
の
地
で
プ
ラ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
経
営
し
、
1
9
2
0
年
代
か

ら
長
年
の
間
広
大
な
庭
園
を
手
が
け
た
バ
ー

デ
ン
家
の
人
々
が
、
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
立
大
学
の

文
化
人
類
学
・
地
理
学
研
究
チ
ー
ム
と
と
も

に
重
ね
て
き
た
研
究
を
基
礎
と
し
て
い
ま
す
。

1
9
7
2
年
、
同
大
学
が
バ
ー
デ
ン
家
の
敷
地
、

建
造
物
、
庭
園
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
資
料
な
ど

を
同
家
か
ら
寄
贈
さ
れ
、
1
9
8
1
年
に
田
園

生
活
博
物
館
と
し
て
開
館
し
ま
し
た
。
25
エ
ー

カ
ー
（
約
10
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
の
広
大
な
敷
地
に
32

棟
の
建
造
物
を
移
築
し
、
室
内
も
当
時
の
様
子

を
再
現
す
る
こ
と
で
、
19
世
紀
の
ル
イ
ジ
ア
ナ
の

庶
民
生
活
（
奴
隷
小
屋
、
監
督
者
の
家
、
厨

房
棟
等
）、
18
世
紀
か
ら
19
世
紀
に
か
け
て
ル
イ

ジ
ア
ナ
に
移
住
し
て
き
た
ヨ
ー
ロッ
パ
人
の
生
活

な
ど
を
、
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　年
に
数
回
、
延
べ
２０
日
間
程
度
行
わ
れ
る
イ

ベン
ト
時
に
は
、
19
世
紀
の
衣
装
を
着
た
ス
タ
ッ

フ
が
各
施
設
で
さ
ま
ざ
ま
な
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を

行
い
ま
す
。
木
工
の
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
に
参
加
し

た
人
々
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
屋
根
葺
き
を
手
伝
う

こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　こ
の
博
物
館
はLouisiana State U

niver-
sity Foundation D

evelopm
ent

と
い
う

非
営
利
団
体
が
管
理
・
運
営
を
行
っ
て
お
り
、

入
場
料
や
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
の
売
り
上

げ
、
博
物
館
で
の
結
婚
式
・
披
露
宴
利
用
に
よ

る
収
入
と
い
っ
た
財
源
で
、
運
営
費
の
ほ
と
ん

ど
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　ま
た
、
温
暖
な
気
候
の
た
め
、
ア
メ
リ
カ
の

ほ
と
ん
ど
の
野
外
博
物
館
が
休
館
す
る
１
月
か

ら
３
月
の
寒
冷
期
も
開
館
し
て
い
ま
す
。
併
設

の
ウ
イ
ン
ド
ラ
ッ
シ
ュ
ガ
ー
デ
ン
は
８０
年
の
歳
月

を
経
た
野
趣
あ
ふ
れ
る
庭
園
で
、
ル
イ
ジ
ア
ナ

州
立
大
学
に
よ
る
農
学
研
究
の
拠
点
と
な
っ
て

い
ま
す
。

コロニ
ア
ル
・

ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
バ
ー
グ
（
写
真 

❸
）

　ア
メ
リ
カ
合
衆
国
東
部
、
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
の

東
部
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
バ
ー
グ
は
、
イ
ギ
リ
ス

植
民
地
時
代
の 

一 

時
期
（
１
６
９
９
年
か
ら

１
７
８
０
年
）
の
州
都
で
し
た
。
20
世
紀
初

頭
、
牧
師
と
し
て
赴
任
し
た
W.
A.
R.
グ
ッ

ド
ウ
ィ
ン
は
、
ジ
ョ
ン
・
ロッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
２
世
ら

と
共
同
開
発
し
、
植
民
地
時
代
の
ウ
ィ
リ
ア
ム

ズ
バ
ー
グ
を
再
現
す
べ
く
、
当
時
の
建
築
物
を

修
復
、
再
建
し
て
歴
史
地
区
を
作
り
上
げ
、

1
9
2
8
年
に
公
開
し
ま
し
た
。
長
さ
1
マ
イ

米
国
野
外

博
物
館
を

訪
ね
て

❶

　

　江戸東京たてもの園では、海外の野外博物館との連携を
深める一環として、また、経年劣化の進んだ復元建造物・
丸二商店の緊急修繕工事にあたり、木造建造物の修復方針
を検討するため、他施設の事例の調査を進めています。平
成２７年度は、米国の野外博物館３施設を、学芸員の松井か
おる・阿部由紀洋が調査しました。２回に分けて、たてもの
園だよりで調査の内容をご紹介します。

19 世紀のプランテーションを再現した一画の奴隷小屋。この他、病棟、
小学校、鍛冶屋、監督者の家、雑貨屋、厨房棟等が配置されている。

博物館の敷地内に墓地があり、博物館設立に寄与したバーデン家
の人々もここに眠る。

❶

➋

7

ル（
約
1
6
0
0
m
）、
幅
約
0・5
マ
イ
ル

（
8
0
0ｍ
）の
敷
地
に
6
0
0
棟
あ
ま
り
の
歴

史
的
建
造
物
が
建
ち
並
ん
で
お
り
、
非
営
利
の

コロニ
ア
ル
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
バ
ー
グ
財
団
が
そ
の

す
べて
を
管
理
・
運
営
し
て
い
ま
す
。
議
事
堂
な

ど
財
団
が
再
建
・
移
築
に
あ
た
っ
た
88
棟
を
中

心
に
、
当
時
の
服
装
を
し
た
人
々
に
よ
る
建
物
ツ

ア
ー
、さ
ま
ざ
ま
な
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
煉
瓦
工
、

大
工
、
桶
屋
、
鍛
冶
屋
等
）、
独
立
戦
争
の
戦

い
を
再
現
す
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
を
チ
ケ
ッ
ト

制
で
行
って
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
ク
オ
リ
テ
ィ
の

高
い
収
蔵
品
レ
プ
リ
カ
の
販
売
、
歴
史
地
区
の

レ
ス
ト
ラ
ン
、
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ホ
テ
ル
、
ス
パ
の
経

営
、
結
婚
式
・
披
露
宴
の
施
設
利
用
対
応
も
同

財
団
が
行
って
い
ま
す
。

　当
時
の
製
法
で
煉
瓦
を
成
型
、
乾
燥
、
焼
成

す
る
場
を
敷
地
内
に
持
ち
、
当
時
の
衣
装
や
部

屋
の
カ
ー
テ
ン
な
ど
は
少
し
離
れ
た
場
所
に
設

置
さ
れ
て
い
る
コ
ス
チュ
ー
ム
・
デ
ザ
イ
ン
・
セ
ン

タ
ー
で
制
作
さ
れ
ま
す
。こ
の
施
設
が
あ
る
ゾ
ー

ン
に
は
ジョ
ン.
D.
ロッ
ク
フェラ
ー. Jr .
図
書
館
、

財
団
学
芸
員
の
研
究
室
、
美
術
館
の
収
蔵
庫
、

建
造
物
の
修
復
・
保
存
部
門
の
研
究
室
も
あ
り

ま
す
。
研
究
室
の
扉
に
は
ペ
ン
キ
の
成
分
表
が

貼
ら
れ
て
お
り
、
調
査
研
究
に
基
づ
く
修
復
が

行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

ヘン
リ
ー
・フ
ォ
ー
ド
博
物
館

グ
リ
ー
ン・フ
ィ
ー
ル
ド
・ビ
レッ
ジ

（
写
真 

❹ 

❺
）

　ア
メ
リ
カ
中
西
部
ミ
ズ
ー
リ
州
デ
ト
ロ
イ
ト
の

西
隣
デ
ィ
ア
ボ
ー
ン
に
あ
る「
ヘン
リ
ー
・
フ
ォ
ー

ド
博
物
館
」は
、
エ
ジ
ソ
ン
協
会
が
管
理
・
運
営

す
る
ア
メ
リ
カ
国
内
で
も
大
規
模
な
博
物
館
複

合
施
設
で
す
。
ア
メ
リ
カ
の
歴
史
を
語
る
大
小

さ
ま
ざ
ま
な
標
本
資
料
（
ヘン
リ
ー
・
フ
ォ
ー
ド

が
収
集
し
た
生
活
道
具
、
ラ
イ
ト
兄
弟
が
発
明

し
た
飛
行
機
の
モ
デ
ル
、
国
内
外
の
歴
代
の
自

動
車
等
）
が
展
示
さ
れ
て
い
る
屋
内
型
展
示
施

設
に
、
８３
の
歴
史
的
建
造
物
を
展
示
し
て
い
る

野
外
博
物
館
（
グ
リ
ー
ン
・フ
ィ
ー
ル
ド
・
ビ
レッ

ジ
）
が
併
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
館
で
は
最
近

市
内
で
発
見
さ
れ
、
収
集
さ
れ
た
ロ
ー
ザ
・
パ
ー

ク
ス
バ
ス
（
黒
人
公
民
権
運
動
の
発
端
と
なっ
た

事
件
の
舞
台
と
な
っ
た
バ
ス
）
も
修
復
の
う
え
、

展
示
す
る
な
ど
、
フ
ォ
ー
ド
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を

維
持
し
つ
つ
、
そ
の
コ
ン
セ
プ
ト
の
延
長
に
な
る

資
料
を
現
在
も
集
め
続
け
て
い
ま
す
。

　屋
内
施
設
の
隣
に
は
ヘ
ン
リ
ー
・
フ
ォ
ー
ド
が

夫
人
と
社
交
ダ
ン
ス
を
楽
し
む
た
め
に
建
て
た
、

２
階
が
舞
踏
室
に
な
っ
て
い
る「
ラ
ベッ
ト
ホ
ー

ル
」が
あ
り
、
現
在
は
結
婚
式
の
披
露
宴
や
イ

ベ
ン
ト
貸
会
場
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
エ
ジ
ソ
ン

協
会
は
非
営
利
団
体
で
、
博
物
館
の
入
場
料

や
グ
ッ
ズ
の
収
入
の
ほ
か
、
館
内
で
の
結
婚
式

や一般
の
イ
ベ
ン
ト
利
用
に
よ
る
収
入
を
運
営
費

用
に
あ
て
、
フ
ォ
ー
ド
社
か
ら
の
補
助
金
は
受

け
て
い
な
い
そ
う
で
す（
設
立
当
初
か
ら
の
基

金
は
運
営
費
に
あ
て
て
い
ま
す
）。
今
回
訪
問

し
た
い
ず
れ
の
野
外
博
物
館
も
結
婚
式
・
披
露

宴
を
、
収
入
源
と
し
て
積
極
的
に
受
け
入
れ
て

い
ま
し
た
。

　ホ
ー
ル
の
先
に
野
外
博
物
館
「
グ
リ
ー
ン
・

フ
ィ
ー
ル
ド
・
ビ
レッ
ジ
」
の
入
口
が
あ
り
、
７
区

画
に
分
か
れ
る
80
エ
ー
カ
ー
（
約
32
ヘク
タ
ー
ル
）

の
敷
地
に
ラ
イ
ト
兄
弟
が
経
営
し
て
い
た
自
転

車
店
、ヘン
リ
ー
・
フ
ォ
ー
ド
の
生
家
、
エ
ジ
ソ
ン

が
電
球
を
発
明
し
た
研
究
室
な
ど
が
建
ち
並
び
、

来
館
者
は
Ｔ
型
フ
ォ
ー
ド
、
馬
車
、機
関
車
、
外

輪
船
で
敷
地
内
を
移
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　今
回
は
、
各
施
設
の
概
要
や
運
営
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
ま
し
た
。
次
号
で
は
各
館
に
建
造
物

の
修
復
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ビュ
ー
し
た
調
査
成
果

を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
さ
ら
に
詳
細
は
『
東

京
都
江
戸
東
京
博
物
館
紀
要（
第
７
号
）』に
掲

載
の
予
定
で
す
。
　（
学
芸
員
　松
井
か
お
る
）

イギリス植民地時代のバージニア州の州都としてのウィリアムズバーグを象徴す
る州議会議事堂。1705 年創建の建造物を再現して1930 年代に建てられた。

冬季閉館中の敷地内を、T型フォードで見学。クラシックカーの乗り
心地を体験することでタイムスリップ感覚が増幅される。

ライト兄弟が経営していた自転車店のディスプレイ。住居も家具や
季節に合わせたインテリアが展示される。

➌

➍

➎



江
戸
東
京
た
て
も
の
園
だ
よ
り

　第
48
号
（
年
２
回
発
行
）
発
行
日
／
平
成
28
年
９
月
30
日

　編
集
・
発
行
／
公
益
財
団
法
人
東
京
都
歴
史
文
化
財
団

　江
戸
東
京
た
て
も
の
園

　制
作
・
印
刷
／
光
写
真
印
刷
株
式
会
社

［表紙］会水庵  明かりとり窓

I N F O R M A T I O N

　梅
雨
の
晴
れ
間
の
七
月
の
休
園
日
、

静
か
な
園
内
に
う
ご
め
く
屋
根
の
上
の

人
影
！
　す
わ
、
忍
者
か
！？
と
思
い
き

や
、
植
栽
の
整
備
を
す
る
植
木
職
人
さ

ん
で
し
た
。
今
日
は
、
屋
根
瓦
の
下
地

の
葺
き
土
に
根
を
はっ
た
雑
草
の
駆
除
を

し
て
い
ま
す
。
古
民
家
の
屋
根
に
草
が
生

え
た
光
景
は
、
一
見
の
ど
か
に
見
え
ま

す
が
、
文
化
財
の
建
物
に
は
い
た
だ
け
ま

せ
ん
。
根
の
成
長
で
土
が
緩
む
こ
と
で
瓦

に
隙
が
生
じ
雨
漏
り
に
通
じ
ま
す
。
瓦

の
隙
か
ら
の
雨
は
葺
き
土
を
流
す
た
め
、

負
の
連
鎖
！！
　小
さ
な
草
も
侮
れ
な
い

の
で
す
。

　さ
て
、
歩
を
進
め
る
と
、
あ
れ
？

　塀

の
陰
に
も
人
が
！？
　こ
ち
ら
は
蜂
の
防

除
作
業
で
す
。
昔
な
が
ら
の
土
壁
の
土

は
、
ド
ロ
バ
チ
の
巣
作
り
に
便
利
な
材
料

で
す
。
梅
雨
の
晴
れ
間
は
ド
ロ
バ
チ
も
せっ

せ
と
お
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
蜂
が
傷

め
た
土
壁
の
穴
を
補
修
し
、
そ
の
上
か

ら
仕
上
げ
に
左
官
屋
さ
ん
が
撥
水
剤
を

塗
って
い
ま
す
。
本
来
、
撥
水
剤
は
必
要

な
い
の
で
す
が
、
こ
う
す
る
と
蜂
が
泥
を

採
り
に
く
く
な
る
そ
う
で
す
。
ド
ロ
バ
チ

は
む
や
み
に
人
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追
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で
す
。

　そ
の
土
地
の
風
土
と
共
生
し
て
き
た

日
本
の
家
屋
を
守
る
に
は
、
自
然
と
と
も

に
歩
む
工
夫
や
手
間
が
必
要
な
の
で
す
。

（
学
芸
員
　友
野
千
鶴
子
）

4/ 2（土）・ 3（日）　　　　　　　第 62回小金井桜まつり（園内：茶席・花席）

4/ 4（月）　　　　　　　　　　　　 臨時開園

4 / 9 （土）・10（日）　　　　　 　伝統工芸の実演 「手描友禅・竹工芸」

4 / 19（火）～ 5 / 8（日）　　   温故知新・江戸東京の花見今昔展
 （共催：小金井公園桜守の会・小金井公園サービスセンター）

4/ 23  （土）　　　　　　　　　　　 ミュージアムトーク 「特別展 『小金井の桜』 みどころ」

5 / 2 （月）　　　　　　　　　　　　　臨時開園

5 / 4  （水・祝）・5（木・祝）　　　 こどもの日イベント

5 /10（火）～ 22（日）　　　　　第 14回桜写真展  （共催：小金井公園桜守の会・小金井公園サービスセンター）

5 /14（土）・15（日）　　　　　　伝統工芸の実演 「和裁縫・螺鈿蒔絵」

5 /17（火）～ 9 / 4（日）　　　  高橋是清邸内展示 「幼少期からペルー銀山開発まで」

5 /21（土）　　　　　　　　　　　 皐月茶会（たてもの園ボランティア 茶道部）

5 /24（火）～ 1/22（日）　　　  「武蔵野の歴史と考古学－江戸東京たてもの園収蔵品展－」

5 /28（土）　　　　　　　　　　　 ミュージアムトーク 「縄文時代の丸木舟」

6  /11（土）・12（日）　　　　　　伝統工芸の実演 「鼈甲細工・念珠」

6 /11（土）　　　　　　　　　　　　綱島家年中行事 「梅干しづくり」

6/25（土）　　　　　　　　　　　　ミュージアムトーク 「看板建築の商店」

6 /28（火）～ 7/18（月・祝）　 綱島家年中行事 「お盆 盆棚の展示」

7 / 2  （土）・3（日）　　　　　　　　七夕のつどい

7 / 9（土）・10（日）　　　　　　　伝統工芸の実演 「江戸更紗染・三味線」

7  / 20（水）～ 8 / 3 （水） 　　　　綱島家年中行事 「梅の土用干し」

7  / 22（金）・23（土）　　　　　　ミュージアムトーク 「人の一生と家の使われ方」

7 / 26（火）～ 9/4（日）　　　　 夏季特別企画：ちょっと涼しいたてもの園

8 / 2（火）～ 14（日）　　　　 日本全国記念貨幣・切手展（主催：東京都）

8 /6（土）・7（日）　　　　　　　　夜間特別開園：下町夕涼み

8 /13（土）・14（日）　　　　　　伝統工芸の実演 「つりしのぶ・型小紋」

8 / 16（火）～28（日）　　　　 小金井薪能写真展（共催：小金井薪能）

8 / 20（土）　　　　　　　　　　　　こども茶会（たてもの園ボランティア 茶道部）

8 / 26（金）・27（土）　　　　　　ミュージアムトーク 「東京のたてものと文学」

 9 / 9 （金）～ 15（木）　　 　　  綱島家年中行事 「十五夜飾り」

 9 /10（土）・11（日）　　　　　 伝統工芸の実演 「東京手描友禅・とんぼ玉」

 9 /23（金）・24（土）　　　　　　ミュージアムトーク 「民家の間取りと格式」

 9 /24（土）・25（日）　　　　　　 東京大茶会 2016（主催：東京都、アーツカウンシル東京）＜入園無料＞

たてもの園日誌　　２０１６年（平成２８年） ４月～９月

【写真上・左】
草を注意深くむしり除草
剤をかける

梅雨の合間

の一仕事

スケッチ
ブック

土壁の敵！  ドロバチ
土壁に撥水剤を塗る


